
「
蘭
学
の
巨
星
杉
田
玄
白
・
緒
方
洪
庵
展
」
は
一
九
九
○
年
五
月
一
二

日
（
月
）
か
ら
二
六
日
（
土
）
に
か
け
て
、
丸
善
・
東
京
日
本
橋
店
四
階
ギ

ャ
ラ
リ
ー
Ａ
で
開
か
れ
た
。
主
催
は
蘭
学
資
料
研
究
会
（
略
称
は
蘭
研
）
、

後
援
は
国
立
国
会
図
書
館
、
適
塾
記
念
会
、
緒
方
医
学
化
学
研
究
所
、
協
賛

で
あ
る
。

長
谷
川
先
生
の
お
話
で
は
生
誕
一
○
○
年
祭
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

没
後
一
○
○
年
祭
は
あ
と
三
年
で
あ
る
が
、
先
生
は
そ
の
時
元
気
に
参
加
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
た
。
矢
数
先
生
も
長
谷
川
先
生
の
御
意
見

に
同
意
さ
れ
、
そ
こ
で
、
筆
者
が
先
生
の
命
を
受
け
て
、
日
本
東
洋
医
学
会

に
共
催
の
同
意
を
、
同
じ
く
大
塚
先
生
が
医
史
学
会
の
共
催
の
同
意
を
そ
れ

ぞ
れ
と
り
、
最
終
的
に
日
本
医
史
学
会
、
日
本
東
洋
医
学
会
、
東
亜
医
学
協

会
の
三
団
体
の
共
催
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
長
谷
川
弥
人
先
生
は
浅
田
宗
伯
直
門

の
木
村
済
生
塾
に
学
ん
だ
唯
一
の
現
存
者
で
あ
る
。
ま
た
先
生
は
浅
田
宗
伯

著
作
集
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

本
記
念
祭
を
開
催
す
る
に
当
り
、
会
場
お
よ
び
懇
親
会
の
お
世
話
を
い
た

だ
い
た
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
の
酒
井
シ
ヅ
先
生
、
蔵
方
宏
昌
先
生
、

事
務
担
当
者
に
、
ま
た
会
場
設
営
陳
列
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
大
貫
進
、
小

曽
戸
洋
、
真
柳
誠
の
各
先
生
、
ま
た
事
務
一
切
を
担
当
さ
れ
た
土
屋
伊
礁
雄

氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
（
菊
谷
豊
彦
）

蘭
学
の
巨
星
杉
田
玄
白
・
緒
方
洪
庵
展

は
丸
善
で
あ
る
。

蘭
研
会
長
の
故
緒
方
富
雄
氏
（
一
九
八
九
年
三
月
三
一
日
死
去
）
の
一
周

忌
に
あ
た
り
、
本
展
覧
会
が
催
さ
れ
た
。
緒
方
会
長
は
、
生
前
、
曽
祖
父
の

緒
方
洪
庵
お
よ
び
、
杉
田
玄
白
の
関
係
史
料
を
収
集
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
、

緒
方
医
学
化
学
研
究
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
展
示
は
、
緒
方
医
学

化
学
研
究
所
か
ら
の
出
品
の
他
に
、
個
人
、
法
人
の
方
か
ら
の
出
品
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

出
品
者
は
、
個
人
で
は
、
緒
方
惟
之
、
緒
方
正
美
、
緒
方
洪
章
、
堀
内
淳

一
の
諸
氏
、
法
人
は
、
日
本
学
士
院
、
国
立
国
会
図
書
館
、
適
塾
記
念
会
、

研
医
会
図
書
館
、
日
本
医
学
文
化
保
存
会
、
順
天
堂
大
学
図
書
館
、
緒
方
医

学
化
学
研
究
所
で
あ
る
。

展
示
は
、
「
杉
田
玄
白
と
弟
子
た
ち
の
遺
品
」
と
し
て
玄
白
の
遺
墨
・
書

簡
・
著
書
、
弟
子
達
の
遺
墨
（
杉
田
成
卿
、
桂
川
甫
賢
、
坪
井
信
道
、
宇
田

川
椿
蓄
た
ち
の
書
画
）
が
一
つ
の
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
シ

ー
ポ
ル
ト
関
係
」
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
の
史
料
が
展
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
蘭
学
時
代
の
「
辞
書
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
が
展
示

の
一
つ
の
柱
で
あ
る
。

も
う
一
方
の
柱
は
「
緒
方
洪
庵
」
関
係
の
展
示
で
あ
る
。
洪
庵
、
夫
人
の

肖
像
。
洪
庵
の
著
作
、
訳
述
の
医
学
書
を
中
心
と
し
た
刊
本
、
稿
本
類
。
洪

庵
の
書
簡
。
日
記
。
和
歌
、
歌
稿
集
。
さ
ら
に
、
適
塾
関
係
史
料
が
展
示
さ

れ
た
。本

展
覧
会
で
は
、
出
品
目
録
（
解
説
）
の
。
〈
ン
フ
レ
ッ
ト
が
つ
く
ら
れ
、

見
学
者
に
は
、
無
料
で
配
布
さ
れ
た
。
実
行
委
員
は
、
蘭
研
会
員
の
有
志
で

あ
り
、
杉
本
勲
氏
が
代
表
と
な
り
、
石
山
洋
、
片
桐
一
男
、
酒
井
シ
ヅ
、
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向
井
晃
、
安
岡
昭
男
、
矢
部
一
郎
の
諸
氏
が
参
加
し
た
。
緒
方
医
学
化
学

研
究
所
の
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
き
、
同
所
員
の
旧
蘭
研
事
務
局
員
で
あ
っ

た
田
中
、
宮
崎
さ
ん
に
は
、
大
変
御
迷
惑
を
か
け
た
。
こ
の
展
覧
会
の
実
現

に
は
、
代
表
の
杉
本
氏
の
熱
意
と
、
多
忙
な
中
、
動
か
れ
た
酒
井
氏
、
緒
方

研
の
田
中
さ
ん
の
御
苦
労
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

展
示
の
仕
方
と
し
て
は
、
展
示
品
が
多
す
ぎ
て
、
ご
た
ご
た
し
な
い
よ
う

に
、
書
物
関
係
が
多
く
て
、
古
本
屋
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

た
。
ま
た
、
一
般
見
学
者
の
た
め
、
視
覚
的
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
展

示
を
心
が
け
た
。
肖
像
画
等
の
書
画
、
地
図
、
適
々
斎
塾
の
模
型
な
ど
で
あ

る
。
そ
れ
な
り
に
目
的
は
達
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

見
学
者
は
、
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
。
日
本
橋
の
丸
善
の
地
の
り
が
良
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
丸
善
に
買
物
に
こ
ら
れ
た
方
々
、
近
所
の
会
社
の
会
社

員
の
方
為
な
ど
で
あ
る
。
昼
休
時
の
混
雑
は
大
変
な
も
の
で
あ
り
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
諸
氏
が
、
昼
食
前
後
に
、
見
学
に
来
ら
れ
た
よ
う
で
、
知
的
好
奇
心

に
敬
意
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
洋
学
史
研
究
者
の
一
人
と
し
て
の
私
は
、

大
変
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
、
実
行
委
員
の
一
人
片
桐
氏
の
青
学
大
で
の
受
講

生
が
多
数
見
学
に
来
て
、
片
桐
氏
が
、
学
生
た
ち
に
解
説
さ
れ
て
い
た
の
は
、

一
つ
の
見
物
で
あ
っ
た
。
ち
な
承
に
、
私
は
、
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
、
私

の
講
義
の
受
講
生
に
宣
伝
し
た
が
、
来
て
く
れ
た
の
は
、
数
人
で
あ
っ
た
。

本
展
覧
会
開
催
の
目
的
に
は
、
も
う
一
つ
の
も
の
が
あ
っ
た
。
蘭
研
閉
幕

に
あ
た
っ
て
、
け
じ
め
を
つ
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
展
覧
会
の
最
終

日
の
五
月
二
六
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
、
蘭
研
五
月
例
会
と
総
会
が
、
順

天
堂
大
学
九
号
館
一
番
教
室
で
開
か
れ
た
。
向
井
晃
氏
の
司
会
で
、
酒
井
シ

ヅ
「
洪
庵
と
医
学
」
、
片
桐
一
男
「
杉
田
玄
白
に
つ
い
て
」
、
石
山
洋
「
蘭

害
発
見
の
頃
」
と
い
う
講
演
が
あ
り
、
総
会
で
、
杉
本
勲
氏
の
司
会
・
議

長
に
よ
り
、
蘭
研
閉
幕
が
承
認
さ
れ
た
。

蘭
研
は
、
一
九
五
四
（
昭
二
九
）
年
に
、
上
野
図
書
館
で
、
江
戸
幕
府
旧

蔵
洋
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
発
足
し
た
研
究
会
で
あ
る
。
緒
方
富

雄
氏
が
会
長
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
機
関
誌
『
蘭
学
資
料
研

究
会
研
究
報
告
』
の
毎
月
発
刊
、
月
例
会
、
大
会
（
年
一
回
）
、
展
覧
会
の

開
催
な
ど
、
戦
後
の
洋
学
史
研
究
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
会
長
が
、
一
人
で
采
配
を
と
り
、
十
分
な
組
織
が
な
か
っ
た
の

で
、
会
長
が
老
齢
と
な
ら
れ
、
ま
た
、
病
床
に
あ
り
が
ち
と
な
る
と
、
会
の

活
動
が
弱
ま
り
、
昨
今
は
、
完
全
に
停
止
し
て
い
た
状
態
で
あ
っ
た
。
閉
幕

は
い
た
し
か
た
な
か
っ
た
と
思
う
。
今
後
、
洋
学
史
研
究
者
た
ち
が
、
一
堂

に
集
ま
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
が
、
将
来
の
こ
と
で
あ
る
。
学
会
、
研
究
会
は
、

蘭
研
の
轍
を
ふ
む
こ
と
な
く
、
近
代
的
感
覚
で
、
民
主
的
な
運
営
を
心
が
け

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
実
行
委
員
の
一
人
と
し
て
、
出
品
者
の
方
々
、
後
援
の
諸
機
関
、

協
賛
の
丸
善
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
本
展
覧
会
ば
か
り
で
な
く
、

長
年
、
蘭
研
の
た
め
、
は
た
ら
い
て
下
さ
っ
た
、
緒
方
医
学
化
学
研
究
所
の

田
中
、
宮
崎
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
蘭
研
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

『
蘭
学
資
料
研
究
』
附
巻
、
龍
溪
書
舎
（
一
九
八
七
年
刊
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
矢
部
一
郎
）
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